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役
員
会
の
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

８
月
１０
日
炎
暑
の
中
、
新
会
長
高
橋
光
男
さ
ん
始

め
各
部
１６
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
今
後
の
行
事
等

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○ 

窯
場
見
学
会
（
見
学
先
、
日
程
等
決
定
） 

 

○ 

作
品
展 

 

（
会
場
、
日
程
決
定
） 

○ 

秋
期
焼
成
会 

 

 

今
夏
は
厳
し
い
暑
さ
で
し
た
！ 

皆
様
体
調
は
万
全
で
し
た
か
？ 

 

本
号
発
行
の
頃
は
作
品
展
に
向
け
て
エ
ン
ジ
ン
始

動
で
す
！ 

お
正
月
に
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

総
務 

池
見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

「
第
３５
回 

作
品
展
」
の
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
部 

今
年
度
の
作
品
展
の
会
場
と
日
程
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

長
く
会
員
の
皆
様
方
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

「
横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
か
ら
「
か
な
っ
く
ホ
ー 

ル
」
へ
会
場
を
移
し
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
新
た
な
「
会
長
・
副
会
長
」
が
選
出
さ
れ
一
年
が
は

じ
ま
り
ま
す
。
会
員
皆
様
方
に
は
ご
協
力
を
い
た
だ

き
「
陶
芸
友
の
会
」
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

お
互
い
陶
芸
を
愛
好
す
る
も
の
と
し
て
、
一
人
で
も

多
く
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

申
し
込
み
と
作
品
展
の
詳
細
は
、
１２
月
１５
日
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
の
打
合
せ
後
会
員
の
皆
様
に
送
付
い
た

し
ま
す
。 

出
展
料
は
、
友
の
会
へ
の
賛
助
会
費
と
な
っ
て
い
ま

す
。
区
画
は
ギ
リ
ギ
リ
で
は
な
く
、
ゆ
と
り
の
あ
る

ス
ペ
ー
ス
で
申
込
み
ま
し
ょ
う
。 

[

会
期] 

平
成
26
年
１
月
１４
日
（火）
〜
１
月
１９
日
（日） 

[

会
場] 

か
な
っ
く
ホ
ー
ル
３
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
A 

 

（
神
奈
川
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内
） 

[

時
間] 

１０
時
〜
１８
時 

[

特
設
コ
ー
ナ
ー]  

 

割
り
山
椒 

 

＊
出
展
料
は
無
料 

 

[

住
所]  

横
浜
市 

神
奈
川
区 

東
神
奈
川
１-

１０-

１ 

[

交
通] 

 

京
浜
東
北
線
「
東
神
奈
川
」
徒
歩
１
分 

京
浜
急
行
本
線
「
仲
木
戸
」 

徒
歩
１
分 
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②周辺駐車

場 

※詳細はヤマト運輸ホームページにてご確認ください。 

8台

 

８ 

9台 

16 台 

神奈川東神奈川駅前センター 

神奈川県横浜市神奈川区西神奈川 1-5-10 

0570-200-728 

 

① 交通案内 

③宅配案内 
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焼
成
窯
を
持
ち
、
日
夜
作
陶
に
勤
し
ん
で
い
る
会

員
の
方
を
お
訪
ね
し
、
そ
の
作
業
場
や
作
品
作
り
へ

の
思
い
な
ど
を
、
皆
様
に
ご
紹
介
し
て
い
く
第
三
回

目
は
今
年
度
、
新
し
く
副
会
長
に
な
ら
れ
た 

鈴
木
貴

久
（
通
称
ド
ン
）
さ
ん
で
す
。 

         

【
鈴
木
貴
久
さ
ん
と
の
談
話
】 

①
陶
芸
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
は
？ 

 

・
友
の
会
の
先
輩
に
『
自
作
の
ぐ
い
飲
み
は
酒
が

旨
い
』
と
騙
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。 

②
長
く
続
け
ら
れ
た
の
は
？ 

 

・
不
器
用
な
割
り
に
、
こ
だ
わ
り
が
有
る
か
ら
で

し
ょ
う
か
。 

○
例
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り
が
？ 

 

・
シ
ン
プ
ル
な
調
合
の
釉
薬
で
自
然
な
色
を
出
し 

た
い
。
そ
の
為
に
土
や
灰
の
品
質
に
こ
だ
わ
り 

 
 
 
 

た
い
。
藁
灰
は
山
口
と
山
形
の
無
農
薬
米

を
3
通
り
の
時
間
（
2
時
間
、
3
時
間
、
4
時

間
）
ポ
ッ
ト
ミ
ル
で
擂
っ
た
の
を
使
い
分
け
て
い

ま
す
。
自
分
の
可
能
な
範
囲
で
良
い
素
材
を
集
め

て
い
ま
す
。 

③
陶
房
は
い
つ
、
ど
の
様
な
き
っ
か
け
で
？ 

 

・
陶
房
と
い
う
程
の
も
の
は
所
有
し
て
い
ま
せ
ん

が
窯
小
屋
は
鉄
骨
で
、
設
計
施
工
共
ひ
と
り
で
作

り
ま
し
た
。
最
初
は
ガ
ス
窯
も
自
作
し
ま
し
た
が

失
敗
で
し
た
。 

○
現
在
の
窯
に
は
、
満
足
で
す
か
？ 

 

・
本
当
は
壁
の
厚
い
窯
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

庭
が
狭
い
の
で
断
念
し
ま
し
た
。
焼
成
を
工
夫
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

        

④
作
陶
は
い
つ
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

・
日
曜
日
と
仕
事
の
無
い
時
の
祭
日
で
す
。 

       

⑤
個
展
な
ど
の
活
動
は
？ 

 

・
な
か
な
か
気
に
入
っ
た
も
の
が
作
れ
な
い 

の
で
発
表
の
活
動
は
無
い
に
等
し
い
で
す
。 

⑥
今
後
、
作
陶
へ
の
課
題
は
？ 

 

・
年
毎
に
無
く
な
っ
て
く
る
体
力
と
、
気
力
の
維

持
に
つ
き
ま
す
。 

⑦
そ
の
他 

 

・
晩
酌
に
、
美
し
い
器
で
酩
酊
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
若
い
こ
ろ
に
比
べ
酒
量
が
減
っ
た
？
と
思

う
の
で
器
に
は
こ
だ
わ
り
た
い
で
す
。 

 
 

       

○
鈴
木
さ
ん
の
陶
房
は
、
環
状
２
号
線
の
新
横
浜
に

近
い
菅
田
町
に
あ
る
住
宅
地
の
一
角
で
す
。 

 
 

陶
房
は
車
庫
を
改
築
し
た
も
の
で
、
電
動
ロ
ク
ロ

２
台
と
手
回
し
ロ
ク
ロ
を
使
い
、
３
～
６
人
が
月
一

回
の
教
室
で
作
陶
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

自
宅
の
灯
油
窯
だ
け
で
な
く
、
身
延
に
は
穴
窯
が

あ
り
、
年
に
一
度
仲
間
と
窯
焚
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
作
品
展
で
、
ど
ん
な
作
品
が
出
て
く
る

の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責
）
鍋
島
弘
義 

 

「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」 

【
作
業
場
拝
見
】 

そ
の
③ 

愛用の湯のみと鈴木貴久さん 

自作の窯小屋と灯油窯 道具が整理された作業場 

たっぷり入る徳利各種 
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『
窯
場
見
学
会
』
参
加
者
募
集 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

事
業
部 

  

今
年
度
の
窯
場
見
学
会
は
、
渋
草
焼
・
小
糸
焼
を

訪
ね
ま
す
。 

見
学
す
る
窯
元
は
二
つ
で
す
が
、
飛
騨
高
山
の
他
の

工
芸
品
等
も
見
る
見
学
会
と
し
ま
し
た
。 

 

渋
草
焼 

 

渋
草
焼
は
江
戸
末
期
天
保
十
二
年
（
１
８
４
１
）

に
半
官
半
民
の
陶
磁
器
製
作
所
が
、「
渋
草
」
の
地
に

開
窯
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
。
開
業
に
当
た
っ
て
、
尾

張
瀬
戸
・
加
賀
九
谷
か
ら
職
人
（
戸
田
柳
造
・
小
林

伊
兵
衛
・
川
上
斉
助
・
曽
我
竹
山
・
富
士
造
・
周
山

・
等
）
を
招
き
、
原
料
も
地
元
の
陶
石
を
探
査
発
見

し
（
渋
草
陶
石
）
飛
騨
九
谷
、
飛
騨
赤
絵
と
呼
ば
れ

る
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
し
た
。 

江
戸
幕
府
崩
壊
後
、
一
時
衰
退
し
た
が
、
明
治
十

一
年
高
山
の
実
業
家
、
三
輪
源
治
郎
を
初
め
と
す
る

有
志
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
後
藤
象
二
郎
、
勝
海

舟
、
山
岡
鉄
舟
な
ど
の
関
わ
り
を
得
て
、「
芳
国
舎
」

と
し
て
再
興
さ
れ
、
現
在
に
続
く
。 

製
品
は
、
九
谷
・
有
田
・
京
都
・
瀬
戸
・
美
濃
の

手
法
を
学
び
、
深
み
の
あ
る
白
磁
で
独
特
の
渋
草
調

に
な
っ
て
い
て
、
染
付
・
赤
絵
・
白
磁
・
鉄
砂
・
南

京
写
等
多
岐
に
わ
た
る
。 

小
糸
焼 

 

小
糸
焼
は
寛
永
年
間
、
飛
騨
を
治
め
た
金
森
家
三

代
・
重
頼
に
よ
り
、
京
の
陶
工
・
竹
屋
源
十
郎
を
招

き
「
小
糸
坂
」
に
開
窯
し
た
の
が
始
ま
り
。
伊
羅
保

秞
を
特
徴
と
し
て
、
青
伊
羅
保
を
独
自
の
釉
薬
と
し

て
持
つ
。 

今
の
窯
元
当
主
は
、
長
倉
靖
邦
（
号
は
泰
山
）
で
、

茶
道
・
飛
騨
高
山
宗
和
流
十
六
世
家
元
で
も
あ
る
。 

 

他
の
見
学
先 

【
春
慶
会
館
】 

 

千
宗
室
に
よ
る
と
、
金
森
宗
和
に
よ
っ
て
創
成
さ

れ
、
茶
人
で
あ
る
宗
和
の
指
導
に
よ
っ
て
、
天
然
の

木
目
を
生
か
し
た
素
朴
で
簡
素
な
独
特
の
味
わ
い
を

持
っ
た
塗
が
生
ま
れ
た
と
言
う
。
春
慶
会
館
は
、
こ

れ
ら
様
々
の
、
春
慶
塗
り
の
技
法
や
作
品
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
。 

 

【
円
空
仏
】 

 

円
空
は
、
美
濃
国
に
生
ま
れ
、
法
隆
寺
（
奈
良
）、

円
城
寺
（
滋
賀
）、
輪
王
寺
（
栃
木
）
な
ど
で
受
法
し

て
法
脈
を
継
ぐ
一
方
修
験
者
と
し
て
大
峰
山
（
奈
良

）、
伊
吹
山
（
滋
賀
）、
二
荒
山
（
栃
木
）
な
ど
霊
山

に
登
り
、
そ
の
途
次
立
ち
寄
っ
た
集
落
で
仏
像
を
造

り
、
そ
の
数125000

体
以
上
と
言
わ
れ
、
現
在
で
も

5
0
00

体
以
上
の
円
空
仏
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
円

空
仏
が
飛
騨
高
山
の
北
部
の
千
光
院
に
多
数
展
示
さ

れ
て
い
る
。
一
月
十
二
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
東
京

国
立
博
物
館
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
。 

 

【
古
い
町
並
み
】 

 

飛
騨
高
山
の
中
心
街
に
三
町
伝
統
建
造
物
群
保
存

地
区
が
あ
る
。
そ
の
中
の
上
三
之
町
は
特
に
古
い
雰

囲
気
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
散
策
す
る
の
も
一
興
。

近
く
に
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
が
あ
り
、
高
山
の

成
り
立
ち
や
継
承
さ
れ
て
い
る
文
化
な
ど
の
展
示
が

見
ら
れ
る
。 

 

日
程 

〔
期
日
〕
11
月
８
日
（
金
）
～
９
日
（
土
） 

 

〔
行
程
〕 

８
日
（
金
） 

7:

30 

新
横
浜 

集
合 

7:

52 

（
ひ
か
り
503
）
に
乗
車 

出
発 

9:

19 

名
古
屋 

到
着 

9:

45 

（
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ウ
ひ
だ
5
号
）
乗
車 

 

12:

31 

高
山 

到
着 

 
 
 
 

（
午
後
）
窯
場
見
学 

９
日
（
土
） 

円
空
仏
、
春
慶
会
館
、
古
い
町
並
み
散
策 

13:

30
（
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ウ
ひ
だ
12
号
）
乗
車
出
発 

16:

02 

名
古
屋 

到
着 

 

16:

35
（
ひ
か
り
474
）
名
古
屋 

出
発 

18:

21 

新
横
浜 

到
着 

解
散 

 

参
加
形
態 

 

① 

全
行
程
同
行
と 

②
往
復
乗
車
券
自
己
手
配
の

二
通
り
を
用
意
し
ま
し
た
。
申
し
込
み
の
際
ご

記
入
く
だ
さ
い
。
又
、
②
の
方
は
ワ
イ
ド
ビ
ュ



第１５６号         横浜陶芸友の会だより         平成 25 年 10 月 1 日 

- 5 - 

ウ
ひ
だ
5
号
に
乗
っ
て
、
高
山
で
集
合
し
て
下

さ
い
。 

 

集
合
場
所 

① 

全
行
程
同
行
の
方
：
横
浜
線
北
口
で
改
札
を

出
て
、
右
手
に
回
り
緑
の
窓
口 

前
。 

② 

往
復
乗
車
券
自
己
手
配
の
方
： 

ワ
イ
ド
ビ

ュ
ウ
ひ
だ
5
現
地
（
高
山
）。
改
札
口 

出
口 

 

費
用 

・
全
行
程
同
行
の
会
費 

 
 
 
 

四
万
五
千
円 

・
往
復
乗
車
券
自
己
手
配
の
会
費 

一
万
八
千
円 

 

申
し
込
み
先 

 
 

   

 

※
ハ
ガ
キ
で
氏
名
・
住
所
・
参
加
形
態
・
電
話
番

号
（
当
日
携
帯
さ
れ
る
携
帯
電
話
が
有
れ
ば
、
そ
れ

も
併
記
し
て
頂
く
方
が
ベ
タ
ー
で
す
）
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。 

・
締
め
切
り
日
１０
月
１５
日 

・
募
集
人
数
は
、
バ
ス
の
大
き
さ
の
為
、
最
大
事

業
部
の
担
当
を
含
め
２５
名
で
す
。 

 
 
 
 

 

・
ハ
ガ
キ
が
到
着
し
た
ら
、
会
費
払
い
込
み
の

口
座
番
号
、
そ
の
他
、
現
地
案
内
図
等
、
資
料
を
送

り
ま
す
。 

秋
の
焼
成
会 

 
 
 

初
回 

９
月
１
日 

 

今
年
度
の
最
初
の
行
事
で
あ
る
焼
成
会
の
受
付
が 

始
ま
り
ま
し
た
、
取
材
に
お
邪
魔
し
た
ら
、
専
修
部

で
は
な
ん
と
来
年
の
講
習
会
に
向
け
て
の
下
準
備
に

入
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
木
の
葉
天
目
・
・
・ 

 
 

あ
こ
が
れ
で
す
よ
ね
～
～
～
～
（
筆
者
の
独
り
言
）

素
焼
き
し
て
、
釉
掛
け
を
し
た
器
に
、
椋
の
木
の
葉

を
乗
せ
、
葉
が
動
か
な
い
よ
う
に
重
石
（
素
焼
き
の

か
け
ら
）
を
乗
せ
、
も
う
一
度
素
焼
き
し
て
、
そ
～

～
っ
と
か
け
ら
を
は
ず
し
て
、
本
焼
き
と
い
う
手
順

だ
そ
う
で
す
。 

文
章
に
す
る
と
簡
単
で
す
が
、
相
手
は
灰
に
変
身
し

た
木
の
葉
な
の
で
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。 

               

第
二
回 

 
 
 

９
月
２２
日 

 

気
に
な
っ
て
い
た
、
椋
の
木
の
葉
の
燃
え
具
合
は

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
、
形
の
ま
ま
灰
に
な
る
わ
け

に
は
行
か
な
い
よ
う
で
す
。
そ
っ
く
り
返
っ
た
り
、

二
つ
に
割
れ
た
り
、
釉
薬
が
は
が
れ
た
り
と
、
な
か

な
か
手
ご
わ
い
よ
う
で
す
。
で
も
そ
こ
は
長
い
こ
と

陶
芸
に
拘
わ
っ
て
来
た
ベ
テ
ラ
ン
の
人
た
ち
、
額
を

寄
せ
合
っ
て
あ
ー
で
も
な
い
こ
ー
で
も
な
い
と
・
・
・

い
い
考
え
が
浮
か
ん
だ
よ
う
で
す
よ
・
・
・ 

今
回
は
こ
こ
ま
で
。 

お
正
月
号
に
は
、
窯
出
し
を
し
た
作
品
が
、
そ
し
て

そ
れ
は 

か
な
っ
く
ホ
ー
ル
の
展
示
室
で
お
目
に
か

か
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
、・
・
・
乞
う
ご
期
待
！ 

               

素焼き、釉掛けの

済んだ器に生の

葉を乗せた状態 

葉が動かない

ように重石を

乗せてもう一

度素焼きを待

っています 

2 度目の素焼

きが終わりま

した。 

素焼きをす

ると葉脈だ

けが残りま

した 
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取
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部 

小
松 

           

 

か
な
っ
く
ホ
ー
ル
の
下
見
を
行
い
ま
す
。 

お
時
間
の
あ
る
方
は
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。 

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。 

 

１１
月
２２
日
金
曜
日
17
時 

３
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

    

編
集
後
記 

 

み
な
さ
ん
、
友
の
会
だ
よ
り
156
号
は
い
か
が
で
し

た
か
。
作
品
展
の
新
し
い
会
場
と
期
日
が
決
ま
り
よ

か
っ
た
で
す
ね
。 

会
場
確
保
に
当
た
ら
れ
た
事
業
部
の
み
な
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
会
場
で
、
ま
た
仲
間

の
作
品
に
出
会
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。 

窯
場
見
学
会
は
、
飛
騨
高
山
方
面
で
、
伝
統
の
渋

草
焼
、
春
慶
塗
り
、
円
空
仏
、
そ
の
他
と
今
回
も
魅 

          

力
あ
ふ
れ
る
旅
に
な
り
ま
す
ね
。
い
い
で
す
ね
。 

ま
た
、｢

作
業
場
拝
見｣

の
鈴
木
貴
久
さ
ん
の
工
房

も
素
敵
で
す
ね
。
ド
ン
さ
ん
の
お
人
柄
が
会
話
の
中

に
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ま
る
で
得
意
の
ぐ
い
飲
み

か
ら
名
酒
が
あ
ふ
れ
出
て
く
る
よ
う
で
何
だ
か
嬉
し

く
な
り
ま
す
。
酒
器
一
筋
に
こ
だ
わ
る
そ
の
姿
が
ま

ぶ
し
い
で
す
。 

そ
し
て
最
後
に
、
編
集
の
影
の
功
労
者
、
小
松
さ

ん
、
信
岡
さ
ん
に
拍
手
で
す
。 

 
 
 
 

松
崎 

 

今
年
の
夏
は
殊
の
外
暑
か
っ
た
の
で
、
彼
岸
花

の
咲
く
こ
の
季
節
が
有
難
い
で
す
。 

こ
れ
か
ら
紅
葉
狩
り
・
窯
場
見
学
の
旅
と
楽
し
い

事
が
続
き
ま
す
。
広
報
印
刷
終
わ
っ
た
ら
、
作
品

展
に
向
け
て
の
作
品
作
り
も
そ
ろ
そ
ろ
始
め
ま

す
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
岡 

 

今
回
も
パ
ソ
コ
ン
は
私
の
思
い
ど
う
り
に
な
っ
て

く
れ
ず
、
苦
労
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

小
松 
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